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本市においては、３月に３件の建物火災が発生し、死者・傷者も発生するなど、昨年の火災件数を上回る勢

いです。全国では、火災の種別は違いますが、２月に岩手県大船渡市、３月に愛媛県今治市と岡山県岡山市に

おいて大規模な山林火災が発生し、甚大な被害をもたらしました。

　いま一度市民の皆さまにおかれましては、火災予防を徹底し、火の取り扱いには注意してください。また、

火災の発生を知らせ、早い避難につながる住宅用火災警報器の設置と点検を早急にお願いします。
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令和７年度水泳教室参加者募集
象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター☎４３－６４９０

５/２３～７/４（体験可能）

　　　１１：００～１２：００
５/２３～７/４（体験可能）

　　　１８：００～１９：００
５/２１～７/２（体験可能）

　　　１６：３０～１７：３０
５/２２～７/３（体験可能）

　　　１８：００～１９：００

５/２１～７/２

　　　１８：００～１９：００
５/２３～７/４

　　　１６：３０～１７：３０

５/２２～７/３

　　　１６：３０～１７：３０
５/２４～７/５

　　　１６：３０～１７：３０

ベビー教室
（６カ月～２歳児）

のびのび教室
（３・４歳児）

ジュニア教室
（小学３～６年生）

チビッコ教室
（小学１・２年生）

わんぱく教室
（年中・年長児）

定員なし金

金

水

木

水

金

木

土

教室名（対象） 時間 募集人数曜日

【全教室７回コース】

▷申込場所　象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター

▷申込方法 右記ＱＲコードまたは申込

　　　　　　用紙に必要事項を記入し提

　　　　　　出。用紙はプール受付窓口、

　　　　　　市ＨＰからダウンロード。

▷申込期限　５月１２日㈪

▷手 続 き　５月１４日㈬以降に各自で申し込み

　　　　　　状況と抽選結果を確認してください。

※定員に満たない場合は全員参加となりますが、申し込み者

多数の場合は抽選になります。（市内申し込み者優先）

▷費用 ▷教室参加費…１，０００円／１教室　

　　　　▷使用料…通常の使用料と同じ

１５人

３０人

３０人

３０人

３０人

３５人

２０人

５/２２～７/３

　　　１２：３０～１３：３０
大人教室
（一般）

教室名（対象） 時間 募集人数曜日

１０人木

▷応募期限 ５月１４日㈬・１７：００ ▷応募方法　指定用紙により応募

職種

一般廃棄物選別

・解体作業

施設管理

（受付・監視・清掃業務）

人数

１人

１人

　 勤務地（担当課）

環境プラザ

（環境プラザ☎３８-３９１０）

象潟・金浦Ｂ＆Ｇ海洋センター

（象潟Ｂ＆Ｇ海洋センター☎４３-６４９０）

報酬

８，８００円～

（日額）

１，１３５円～

（時間）

勤務形態

月１５日程度

８：３０～１７：１５

週５日

８：３０～１６：１５ほか

雇用期間

６月 １日

～　３月３１日

６月 １日

～　３月３１日

保険

社保

雇保

社保

雇保

　 　 応募条件

障害者手帳等を有する方

※詳細は問い合わせください。

普通自動車運転免許を有

する方

にかほ市会計年度任用職員募集
総務課　人事秘書班☎４３－７５０７

火災に注意ください！
消防署☎３８－２３１０

※勤務形態等の詳細は、担当課へ直接問

　い合わせください。

※総務課人事秘書班、金浦市民サービスセンター、

　市民課市民サービス班に備え付けおよび右記の

　市ＨＰよりダウンロードできます。
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《近年における火災の状況について》
火災の発生件数を月別に見ると、１２月～３月が火災の多発期となっています。これは、暖房等、火を取り

扱う機会が増えるためと考えられます。

昨年度から実施している満５０歳以上の方への帯状疱疹ワクチン予防接種費用一部助成事業（助成額：１回

５，０００円）を今年度も継続します。ただし、次の方は接種時に受診券と専用の予診票が必要です。

①令和７年度に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳以上になる方

②６０歳以上６５歳未満の方であって、ヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程

　度の障がいを有する方

①の方には、既に受診券と予診票が発送されていますので、接種の際は予診票を適宜記載し、受診券と合

わせて実施医療機関に持参してください。（紛失の際は上記へご連絡ください。）

　なお、①および②以外の方については、実施医療機関に備え付けられている予診票を使用してください。

令和７年度 帯状疱疹ワクチン予防接種費用の一部助成事業について
健康推進課☎３２－３０００

火災の主な原因

１位　たばこ

２位　たき火

３位　こんろ

４位　放火

５位　電気機器
※上位３位までは、人が

　使った火の不始末が原

　因です。

火災の予防・注意点（５つ）

１　たばこは、寝たばこをしない、水の入った灰皿を使う

２　たき火は、終わったら水をかけて消火しているのを確認する

３　こんろは、火をつけたままその場を離れない、安全機能付きこんろを使用する

４　放火を防ぐために、家の周りに燃えやすいものを置かない

５　電気機器は、プラグを長期間コンセントに差しっぱなしにしない、延長コード

　　に延長コードをつなぐような「タコ足配線」はしない

令和５年の全国の建物火災での死者数は１,０２３人で、前年より５１人増えています。そのうち６５歳以上の

高齢者は７６２人で全体の７４％になります。その原因の３８％が「逃げ遅れ」によるものです。

　この「逃げ遅れ」をなくすために、「住宅用火災警報器」を適切な場所に設置してください。

《林野火災の予防徹底について》
岩手県大船渡市の林野火災後も、全国各地で林野火災が報道されています。大規模な林野火災は住民生活に

大きな影響を及ぼします。この時期は野焼きが地域で多く行われますが、消防署の指導のもと安全に実施して

いただき、延焼の危険のある強風・乾燥時には実施しないようにしてください。

山林火災の主な原因

１位　たき火

２位　野焼き

３位　放火

４位　たばこ

山林火災の予防・注意点（７つ）

１　枯草などの燃えやすいものの近くでたき火をしない

２　たき火など火気使用中はその場から離れない

３　火気の使用後は確実に消火する

４　強風や乾燥時は、たき火、野焼きを控える

５　野焼きは、消防署の指導を受け安全に行う

６　たばこは確実に消し、ポイ捨てはしない

７　火遊びはしない

★野焼きをする場合は、にかほ市農林水産課（☎３８－４３０３）に火入れ許可申請をしてください。

★枯草等のたき火をする場合は、にかほ市消防署に火災と紛らわしい届出書を提出してください。
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市ＨＰはこちら

申し込みはこちら


